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第1章 平成28年（2016年）熊本地震の概要平成28年（2016年）熊本地震の概要

前震

本震

第1章

※3 マグニチュード 7.3 の地震の発生直後に発生したものであり、値は参考値 
※4 マグニチュードを求められなかったため「－」と記載
※5 直前・直後の地震により震度が分離出来ないものは複数行でまとめて記載

気象庁HPより引用・加筆

災害時地震報告 平成28年（2016年）熊本地震  表１－１－１ 震源要素（震度５弱以上）

　平成28年４月14日21時26分に、熊本県熊本地方を震源とするマグニチュード（M）6.5 の地震が発生し、
熊本県益城町で震度７、玉名市、西原村、嘉島町、宇城市、及び熊本市で震度６弱を観測したほか、九州地方か
ら中部地方の一部にかけて震度５強～１を観測した。この地震は地殻内で発生し、発震機構は北北西－南南東
方向に張力軸を持つ横ずれ断層型であった。
　また、４月16日01時25分には、この地震よりも規模の大きい熊本県熊本地方を震源とする M7.3の地震
が発生し、熊本県益城町及び西原村で震度７、南阿蘇村、菊池市、宇土市、大津町、嘉島町、宇城市、合志市、及
び熊本市で震度６強を観測したほか、九州地方から東北地方の一部にかけて震度６弱～１を観測した。この地
震は地殻内で発生し、発震機構は南北方向に張力軸を持つ横ずれ断層型であった。
　これらの地震をはじめとする一連の地震活動は、熊本県から大分県にかけて広範囲で活発に推移し、震度
１以上を観測する地震は９月30日までに4068回発生した（震度７：２回、震度６強：２回、震度６弱：３回、震度
５強：５回、震度５弱：12 回、震度４：115 回、震度３：398 回、震度２：1107回、震度１：2424 回）。これらの
地震活動により、死者120人、負傷者2,337人、住家全壊8,204棟、住家半壊30,390棟、住家一部破損
139,320棟、火災15件などの被害が生じた（2016年９月30日15時30分現在、総務省消防庁による）。
　気象庁は、地震により顕著な被害が生じていることを踏まえ、この一連の地震活動を「平成28年（2016年）
熊本地震」（英語名：The 2016 Kumamoto Earthquake）と命名した。

 




